















































































































































































































































































































































































































「 たい 」 「 たがる
接続のしかた・活用の特徴を調べる。
」 の使い分け
ノートにそれぞれ二文ずつ短文を作らせる。
●
作った文を黒板に発表（３名ずつ）させ、気づいたこ
とを言わせる。
･共通点…動詞の連用形から接続していることがわかる
使い分け… たい－→希望する主体が一人称のとき
たがる－→希望していることを客観的に
表現するとき
･準備したプリントに書き込むことによって、活用の特
●
●
徴を理解させる。
～たい……形容詞型の活用
～たがる……動詞型の活用
２を中心にまとめさせる。
書いたノートを発表し、思いちがいがないか確認する
◎
。
授業の記録
Ｔ今日は希望の助動詞といわれる「～たい.～たがる」について勉強します。自分のノート
に、それぞれ２つずつ文を作ってみてください。君たちのあげる例文をいくつか並べるこ
とで法則を見つけ出していきましょう。
|蕊灘潔ii鰯國鐘鷲…どのり
，丁了蔵丘~墓石瀞~読三王｢三一一
ｉ:i麓はｱ懲り扇会二M辱く処’、(溌誉二噸二）１４．弟がその木に登りたがる。
５．彼女が家に帰りたがる。
６．遊園地に行きたがる子供。
それでは、この中からわかること、なにか共通するような点を見つけてください。
読み、食べ、飼い、というふうにどれも動詞の連用形についています。（受身の助動詞の
学習で調べた方法が生かされ、すぐに見つけることができた｡）
いたがる小の方も連用形について希望している意味を表わしています。
そう。このことをまずノートに書きとめましょう。
（例文の動詞の部分にサイドラインをつけて、共通点を記入する）
次に、希望の助動詞「たい」と「たがる」はどのように使い分けていると思いますか。
「たい」というのは、自分がそう希望したとき使われて､はっきりしている状態なのです。
それに対して軌たがるぃの方は、情報から予想・推測している。
「たい」は、本人（話し手）の希望を言っているし、「たがる」の方は、話し手から見た
相手、第三者の希望を伝えるとき使われる。
「たがる」の方は、希望している情景やようすを表わす時に使います。
先生、３の文．彼女はネコを飼いたい。小というのは、あんまりしっくりこないのでは？
他の人もそう思うの？どうして？
「たい」は、話し手本人の気持ちも表わす助動詞です。３の場合、話し手が別にいて、彼
女が話し手ではないから･です。
でも、、彼女はネコを飼いたいと思っている｡帆という言い方もできるよ。（－部を板書）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
どう考えますか。、彼女はネコを飼いたかった｡帆という文もあります。
（沈黙）
話し手というより、その場合､彼女の希望する心そのものを表わしているのだと思います。
君はどこへ行きたいのかというふうに、二人称の時にも使えますね。
そうすると、、話し手帆というよりも、どんなことばて､表わせばいいのでしょう。
主語になっている人。
そういうことになりますね。
一方の「たがる」はどうですか。一人称（話し手自身）には絶対使えませんか。
Ｐ
Ｔ
－１０－
（しばらく考えている。使える例がないかどうか考えている｡）
Ｐさん、何か思いあたったようですね。
「たがる」というのは、例えば過去の自分を外側から表現する時に使えるのでは？
いい点に気がつきました。わかりやすいように例文をあげてみてください。
はい。＿細あの時、わたしはひどく家へ帰りたがった。、（－部を板書）
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｔ
このように、外側から見て、その人のようすを表わすとき（自分でもよい）に、「たがる」
を使うのですわ。
では、ここまでのことをノートにまとめなさい。 （活用についての記録は省略）
生徒のノートより
授業の反省 生徒はものを対比してその差異を調べることが好きだ。自分自身が文をいくつ
か作り、その中から今まで気づいてみようともしなかった差異や法則性を見出す
おもしろさとよろこび。この時間は、一口に帆希望の助動詞帆と分類されている
ものについて詳しく調べてみた結果、深いところにまでその使い分けの法則性を
見出したのである。
ちなみに、生徒に副読本として持たせてある、教科書（光村）準拠の「口語文
法」には、これについての解説が下記のようにある。
-－----￣￣－－-－------￣￣￣￣--￣￣￣￣￣￣－－--￣￣￣￣￣￣--－－－－￣￣－－－－－－－－－－－－￣￣￣－－－－－－￣－－－－－－－－￣￣--－－－－￣￣
｜ぼくは、ほんとの空が見たし､。（話し手の希望）
｜弟は、ほんとの空を見たがる。（話し手以外の者の希望）’------------------------－三百＝＝ご＝------------------------------
しかし、実際の授業では、上記の（）内の分析以上のものが、生徒の中か
ら出てきたのである。
なお「たがる」は、語構成を探っていくと＄たい＋がるｕと考えられている。
うれしい－→うれしがる、寒い－→寒がる、のように、外面の様子を表わす接尾
語蛾～がる帆が希望の、～たい側に付加されて、一語としてあつかわれているこ
とまでは、生徒間の話し合いの中で、出てはこなかった。
これについてもう一歩考えさせれば、形容詞の動詞化という方向ですっきりと
整理されたと思われる。
－１１－
～たい －－ たがる
心の様子。自分自身の希望
心の内側を表わす。
は つ きりしている本人の希望
希望している情景・様子を表わす。
第三者的
1人称（話し手自身）には絶対使わないが
過去の自分を外側から見るときは使える。
客観的に見るとき
学習の展開例（その３）判断の表現と助動詞………４時間扱い
ことばには、自分の外にあるモノゴトを示すもの（概念・客体的表現）と、その時の自分の
心の内に生じた気持ちや自分の立場を示すものの二種がある。助動詞が後者であるということ
は、助動詞の導入の授業（第１時）に、おおよそ把握させてある。が、判断の助動詞に、もっ
ともわかりやすい形で表われると思われるので、心の中でどう認めたのか、それがどう表われ
るのかという点を重視して指導したい。
提示した材料をどう判断し、どう表現するか、生徒ひとりひとりの具体的表現をベースに、
ざまざまな肯定判断の助動詞をまず挙げること、それから、まとまりごとに意味や用法を考え
きせたい。
各時間、生徒の身近な素材・シンプルでわかりやすい用例・対比しつつ法則を発見しやすい
用例の３点に工夫していきたい。
活用については、接続することばがすでに記入された表を与えておき、自分で書き込むこと
て､その形の変化を確認できるようにしたい。
指導のテーマと時間は次のとおり。
（１）判断表現のさまざま・断定の助動詞（１時間）
（２）．だろう・らしい剛の使い分け。（１時間）
（３）仏うだ小のさまざま。（１時間）
（４）否定．ない帆を考えよう。（１時間）
１．判断の表現と助動詞
当'）dｎ２
〃
ワ
Ｌ
Ｃ
３jliiiilliIli 〃「。聿聿ね詞エハ聿土へ王大エ フク７７フ
ク ロ
１２
学習活動 教師の働きかけと予想される生徒の反応
３．断定の助動詞（だ・です）に
ついてそのちがいや接続のし
かたを調べる。
「て･す」はていねいな表現て､ある。
「だ・です」が文（コトガラ）を断定するときはどう
なるのだろう。
｜明日から大雪になる。
’---→明日から大雪になるの（ん）だ。’’---→明日から大雪になるの(ん)です｡’’－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－１
．モノゴト（体言）とコトガラ（文）の断定表現を比較
しよう。
「だ・て､す」をつけなくても断定表現
だ・です（助動詞）は断定をはっきり示す。
文を断定するときは助詞「の（ん）」が入る。
･プリントに書き込んで、わかったことを発表する。
だ…………形容動詞型
です………てしよ．でし・です
４．わかったことのまとめをする。
（ノート）
５．活用を調べる。
授業の記録
Ｔこれは何ですか。絵にかかれているものは？
Ｐたち赤ちゃん………赤ちゃんだ………赤ちゃんです。
Ｔ赤ちゃん以外の答えを持っている人はいないのですか。そうすると、みんなはっきりとこ
れが赤ちゃんだということを認めたことになりますね。
（赤ちゃん・赤ちゃんだ.赤ちゃんですの三体を板書）
では、今、この赤ちゃんを「男の子」と認めることについて、表現するとしたら、どうな
りますか。……さっきのようにはっきり認めることができない場合て､す。
Ｐたち男の子らしい………男の子かもしれない………男の子だろう。
………男の子のようだ………男の子みたいだ。（すべて板書）
Ｔ（板書をさしつつ）これらの文を、モノゴトを表わしている単語と、それを心の中でどう
認めたかを表わしている単語とに分けるとどうなりますか。
Ｐ’認め方はだ・て･す．らしい・だろう．みたいだ．ようだなどです。
Ｔ（サイドラインして）これらは認め方のちがい、認め方の変化によって変わるのです。
ところで、何か？ときかれて「赤ちゃんq」と答えた場合は、認め方を示す助動詞が省略さ
れた表現と言うことができます。
二つの大きなグループで．、はっきり認める方を＄断定帆といいます。今日は断定の方だけ
について勉強しましょう。
剛赤ちゃんだⅢ、とい赤ちゃんですいを比べてみると、どこがちがうのて･すか。
Ｐ２ていねいさ。
Ｔそうです。ていねいさが加わった助動詞です。
今、赤ちゃんというモノゴト（名詞)の場合を考えましたが「彼は明日帰ってくる」という
－１３－
コトガラ（文）を断定表現してみてください。
彼は明日帰ってくるの（ん）だ。彼は明日帰ってくるの（ん）です。（板書）
名詞に接続する場合と比べてどういうことがわかりますか。
どちらも、言い方としてはそれだけで（助動詞）がなくても断定の意味にとれる。
コトガラのときは、の.（ん)いが入る。
最後は連体形か終止形で終わって、それから゛のいが入って酬だ・です帆がくっつく。
P4さんの言ったことに注意してください。助動詞がなくても認めた表現だというのは、助
動詞があれば………。
断定していることをはっきり表わすということで､す。強めているんだと思います。
そうです。断定の気持ちを省略しないで、表わすのです。助動詞というのはそのときに生
まれた話し手の気持ちのあり方を示す単語なのです。（板書）
－後略一
３Ｐ
Ｔ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｔ
７
Ｄ
Ｌ
Ｔ
授業の反省 Ｐ４の発言は認識を断定のことばて､表現せず、省略した形をとっていることに気
づいたもので､ある。したがって、Ｐ４の発言をとりあげて、助動詞のはたらきを確
認させることにした。
以下に示すのは、ある生徒のノートの状況である。前半は生徒の発言をとりあ
げながら板書に整理した過程を書き写した部分であり、後半のまとめは断定の助
動詞についてわかったことを自分で書いたものである。
(板書）
はっきりとは
認めない
＜－－
はっきり
認める ○判
断
の
表
現
と
助
動
詞
男
の
子
男
の
子
男
の
子
男
の
子
男
の
子
'、ゾヘゾ、ゴ、￣、〆、ソベジヘジ、ジヘーＬ〆、断
定
の
表
現
だろう。
でしょう。
画ｂ‐しい。
みたいだ。
（の）ようだ。
－１４－
２．．だろう．と゛らしい．の使い分け－
授業の記録
Ｔ（テーマを板書後）５分間、グリープで検討してみなさい。例文をとりあげながら話し合
いなさい。 （４人グループで話し合う）
Ｐ゛らしハは他からの`情報をもとに判断しているけれど軌だろう帆は情報がなくても判断
する。
Ｐ自分のもっている確率・考え方が、かなり確実なときに帆らしい帆を使う。
Ｐ帆だろう帆は自分だけで判断するけれど、馴らしいいは人から聞いたり自分の見たりした
ことから判断する。
Ｔ（生徒の分析を確認する意味で）絵を三枚用意しました。釣りの好きな○○先生だと思っ
てよろしい。この絵に､フナだ.フナらしい位)．フナだろう位)と､入れてみたいと思います。
ＡＢＣ
iii 必）ニワしとミニーョノハノＭｖ、 八八
（
Ｐ（全員）Ａフナだろう㈲Ｂフナらしい㈲Ｃフナだ。
Ｔでは次にこんな場合はどうですか。
（何かが入っている袋を考える材料として取り上げる｡）
Ｔ何かが入っています。全然わかりません。あなたの心の中を表わしてみてください。
Pたち何やろ。何だろう。何だろうか。
Ｔ（ヒント,）丸いものです。固いです。表面がぶつぶつしています。
Ｐボール、ボールらしい。
Ｔ黄色いもの（ヒント2）Ｐ（………）
Ｔ食べられますよ。酸っぱい。Ｐたちみかん。ハツサクだ。
Ｔ（以上の心の動きを以下のように整理する｡）
ａ、らしい帆は疑問詞に結びつかないが、゛だろう帆は結びつく。
ｂ情報･ヒント・根拠の有無や量によって剛だろう肌から帆らしい帆に判断が変化。
ｃ、みたいだⅢいようだぃは゛らしいｕの仲間に入る。
授業の反省
かなり楽しく学習ができた。意味のちがい、用法のちがいを考える中て,、話し手の判断でこ
とばが使い分けられていること、すなわち、話者の主体的表現であることが理解できたと思わ
れる。
〈注＞小だろう帆は断定剛だ⑪に推量．うぃが接続したものであるが、一語として扱った。
使い分けの学習後に、その成り立ちを指摘しておくにとどめた。
－１５－
実践例③（２年の授業から）
｢文の接続関係」を考える。１．題材
○さまざまな文の接続関係を自分で分類することができる。
○実際の文章を通して、文の接続関係を理解することができる。
２．目標
文と文のつながりを考える際、「接続詞」にのみ注目して、そのつながり
方を理解しようとする傾向が強い。しかし、実際の文章においては、接続詞
を使わずに、文の前後関係を示す場合が多く見られる。また、接続詞の分類
が「文の接続関係の分類」に、そのまま適用できるとも限らない。
それゆえ、先ずは「接続詞の分類」を手がかりにして、「文の接続関係の
分類」を自分なりに考え、そして整理してみる必要がある。その際には基本
的な二つの文（意味の上でつながりをもつ二つの文）をいくつか挙げて、そ
れらの共通点や相違点に注目して、分類するよう心がけさせたい。自分なり
の分類がまとまれば、次は実際の文章の中で、文と文がどのようにつながっ
ているかを、その分類に基いて確認してみる必要がある。その学習を通して
「文の接続関係が理解できなければ、文章そのものの内容も充分には理解で
きない」ということに気付かせたい。文脈の展開に即して、文の接続関係を
とらえる指導がどうしても重要になってくるわけだ。また、文と文とのつな
がりを、分類の時点においては、隣り合わせの二文の関係だけでとらえてき
たが、実際の文章にあたってみると、文をへだてて接続する事実や、文と文
集合の間にも接続関係が成り立っていることに気付くはずである。ただし、
それらの点について、指導者が前もって教えるのではなく、あくまでも生徒
自身が見つけるよう工夫を凝らす必要がある。
このように「文の接続関係」を理解することは、文章の構成を理解するた
めの基本的な労習であることに基いて、指導を進めていきたい。
３．指導の観点
４．指導計画（３時間扱い）
〈第１時限〉……文の接続関係を、意味のつながりの上から、自分なりに分類してみる。
ａ、文・段落・文章のそれぞれについて、その定義を確認する。（文が段落や文章の基本的な
単位であることを確認しておく）
ｂ例文（意味の上からつながりをもつ二文）をプリントしていくつか提示する。－分類
する際の代表的な例を、指導者がそれぞれ一例づつ用意しておく。
ｃ、例文について、それぞれの接続関係の相違をとらえ､その特色を自分なりに定義してみる。
<第２時限＞……前時において、細かく分類した文の接続関係を、その共通点や相違点に基
いて、さらにいくつかの大きな分類にまとめる。
ａいくつかの大きな分類にまとめるよう、自分なりに考えてみる。（分類した根拠を明確に
させること）
－１６－
それぞれの考え方を、グループで発表しあって、各グループの意見をまとめる。
各グループの意見を発表しあい、クラス全体で話し合う。
質疑応答を参考にして、各自が分類をまとめてみる。
●
●
弓
訶●居皿叩）（．．）．．『皿叩）
〈第３時限＞……実際の文章を通して、文の接続関係を理解する。
a、資料となる文章を与える。文の接続関係に注意して、各自黙読する。
ｂ指導者がその文章を朗読する。
c、前時までの分類に基いて､この文章を形成しているそれぞれの「文の接続関係」を考える。
。発表と質疑応答
e・「文の接続関係」について学んだことを、自分なりにまとめてみる。
５．教材（プリント資料）
〈第１時限、第２時限）
文の接続関係を分類してみよう。
Ａ
①……前文の内容を受けて、その自然のなりゆきを後文に述べる関係。
・明日は晴れるそうです。運動会は行われるでしょう。
②……前文の内容に反する内容を後文に述べる関係。
・雨が降っています。運動会は行われるでしょう。
③……前文の内容がきっかけとなって、後文の内容が述べられる関係。
・柿を食った。すると法隆寺の鐘の音が聞こえた。
④……
・雪が降ってきた。風も吹いてきた。
⑤･･･…
・肉が好きですか。魚が好きですか。
⑥……
・兄はよく働く。弟は怠けてばかりいる。
⑦……
・お腹がへりましたか。いいえ、まだ大丈夫です。
Ｂ
⑧…後文が前文の内容を言い換えている関係。
・彼はぼんやり立ち尽くしていた。彼は放心状態だった。
⑨……
・彼には子どもが二人いる。－人は小学校三年生の娘であり、もう一人は幼稚園に通う
五才の男の子である。
⑩……
・Ａ君は刺身に誤ってソースをかけたり、ズボンの前後を間違ってはいたりといった失
敗をよくする。彼はあわて者である。
⑪……
・北陸の冬は寒い。骨身にしみるほど寒い。
－１７－
Ｃ
⑫……
ここ数日、雪が降りつづいている。国語の試験日はいつですか。●
，
⑬……
・父はタバコの本数を少しづつ減らし、酒の量も控えている。このごろ、体調が思わし
くないからだ。
⑭……
・私は春を告げる花が好きです。水仙やコブシや梅などです。
<考えてみよう＞
ａ①②③⑧の定義を参考にして、残りの例文についても、その接続関係を適切な表現で
定義してみよう。（わかりづらい場合には、例文③のように、後文の冒頭に接続詞を
入れてみるとよい｡）
ｈ①～⑭の分類を、接続関係の共通点や相違点に注意して、さらに大きくいくつかの分
類にまとめてみた。Ａ①～⑦、Ｂ⑧～⑪、Ｃ⑫、Ｄ⑬～⑭の４つに分類してみたが、
これはどのような基準で､分けたのだろうか。また、この分類は適切であろうか。それ
ぞれ考えてみよう。
〈第３時限＞
次の文章を読んで、文の接続関係を調べてみよう。
，①一年じゅうでいちばん好きな月といえば、わたしが生まれた五月である｡．>着るものも軽く
なり、明るい、輝かしい月だからである｡③わたしの好きな花もたくさん咲く。④てつせん、ラ
イラック､岩靴､鮒､野草ではかれんなひとりしずか(着はき草)など｡●バラもいちば
んきれいな時であろう。
ｎｏしかしさわやかな、いわゆる舘捨れが続くことはあまりない｡。早い稔詣を思わせるよ
うな孟嚇が降り続くこともあるし、真夏のような強烈な太陽がかっと照って、汗だらけに
なるようなこともある｡⑧その貴重なわずかな五月晴れのさわやかさに、なんともいわれぬよ
さがある。
，,,○次に好きなのは、三月初旬から彼岸のころまでの、いわゆる早春のころである｡⑩ほとんど
の花は、つぼみか、まだつぼみももたないころだが、春を迎える準備をせっせとしていて、
内側で希望に燃えているような気配が感じられるのが好きだ｡⑪｛地面から顔を出しているよう
なクロッカスの花の華やかな色に気づくころ、どこからともなく|it子琵のやわらかな香りが
漂ってきて、日ざしもようやく春めいてくる｡鶚しい寒冬から暖かい春に移る喜びもあり、
まだ薄ら寒さから抜けきらぬ不安が漂っているのが快い。
Ⅳ⑬わたしは、学生のころ、ある文士の原稿の清書をしたり、読みあげる下書きを写し取った
りするアルバイトをしていたが、早春を草春と書いてしまった.●彼は､早春と、その誤りを
訂正したが、そのあとで、
「しかし、草春と書いてもいいな｡」
－１８－
と、ちょっと考えこむように言ったのを覚えている。
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〈第１時限＞－生徒の意見一
ａ・後文の冒頭に接続詞を入れると、お互いの接続関係がわかりやすくなる。
ｂただし、入れる接続詞によって、意味の前後関係が全く異なってくる場合もある。例えば
⑥の場合、「そして」を入れると「付け加え」の関係になり、「それに対して」を入れる
と「比較」の意味でつながることになる。⑩の場合も、「なぜなら」を入れると「理由」
ｏ意味となり、「つまり」を入れると「要約」の意味となる。また⑫については、接続詞
がない場合、まったく意味上のつながりがなくなるので、どうしても後文の冒頭には接続
詞が必要となってくる。
ｃ、⑧．⑩と⑬、⑨と⑭が分類上どう違うのか、よく理解できない。
◎ａ、ｂの点に気付くことによって、生徒は接続詞の大切さに改めて気付いたようである。
文のつながりを示す際、接続詞がかならずしも必要でない場合と、どうしても必要とする
場合がある点に気付いたことは有意義であった。
◎ｃについては、次時の授業と関連するので、改めて考え直すことにする。
◎なお①～⑭の分類は、指導の便宜上、次のような言葉で簡潔にまとめておくことにする。
|鱒芸篁鰡薑曇か墨転重添袈解二選遷例三対比⑦応答⑧言い戯
〈第２時限〉－グループの意見一
(1)どのような基準で分類されているのか？
Ａ一一二つの文はそれぞれ意味の上で独立している。そして、後文は前文の内容を受けて、
それから自然に導き出される内容である。
Ｂ－同じ内容のくり返してある。
Ｃ－内容が転換している。前文と後文は内容的に関連'性がない。
Ｄ－後文は前文の内容を補足している。後文は前文に対して、従属的な働きをしている。
(2)この分類は適切だろうか？
ａ．Ａの中でも、①～③と④～⑦はつながり方の性格が違うのではないだろうか。①～③は
前文と後文が「原因と結果」といった関係で結びついている。それに対して④～⑦は、二
つの文が対等の関係で結びついている｡だから①～③、④～⑦は二つに分類すべきである。
ｈＢはＤと同じように、後文が前文を補っているつながり方とみなしたほうが適切なので
－１９－
はあるまいか。後文は前文の内容の説明になっているからである。細かい意味の上からは
詳述、要約、言い換え、反復という分類は可能であるが、広い意味では同じような性質を
もっており、ＢはＤの分類に吸収して考えた方がすっきりとわかりやすい。また⑪の二文
は純粋なくり返しであるが、くり返しは要するに前文の内容を強調する（補う）ことにな
るから、やはり補足しているとみたほうが適切である。
(3)まとめ
グループから(2)のような意見が出され、それについて質疑応答した結果、ａやｂの分類のほ
うが適切であるとして、Ａ①～③…原因と結果で接続する関係Ｂ④～⑦…対等な関係
Ｃ⑫…転換、⑧～⑪、⑬～⑭…補足の関係といった分類に手直しをした。
く第３時限〉
(1)生徒の意見
ａ前文との接続関係については、ほとんどの生徒が理解していた。ただし⑦と⑧のつなが
りに関しては、「順接」と「逆接」といった正反対の見方に意見が分かれた。その根拠と
しては、⑧の文の冒頭に、順接を示す「だから」をつけても、逆接を示す「しかし」をつ
けても、文はつながるという意見が両方から出された。話し合いは平行線をたどり、その
うちに「順接」と「逆接」の両方のつながり方をしているという意見も出てきた。
ｂ⑥は⑤に対して、「逆接」の関係でつながっているという、ほとんどの生徒の意見に対
して、ある生徒から「⑥はＩ段落全体の内容に対して逆接の関係でつながっているとみた
ほうが適切ではないか」という意見が述べられた。⑬についても同様に、⑫に対して転換
のつながり方をしているのて､はな〈、「IⅡ段落全体に対して転換の働きをしている」とい
う意見が述べられた。
ｃ・⑨は⑧の文の転換であるよりは、「ずっと前の①の文に対して添加の働きをしている」
という意見が述べられた。
(2)教師の指導
ａについては、ここでは接続詞にこだわらず、この文章の内容に即して、意味の前後関係
から考え直すように指示を与えた。その結果、「⑧の文は五月のすばらしさを改めて強調し
ている文であり、それは⑥、⑦のような内容があるからこそ、なおさらに⑧の内容が強調さ
れるのだから、やはり⑧は⑦に対して順接の関係でつながっているq｣という意見に落ちつい
た。それも、強調の意味を含む順接（だからこそ）と考えるとわかりやすいという意見でま
とまった。
ｂについては、⑥の冒頭の「しかし」という接続詞が意味するのは、Ｉ段落全体で述べら
れている「五月のすばらしさ」に対してであるから、Ｉに対して逆接とみる意見にほとんど
の生徒が同意した。しかし、⑥は前文の⑤に対しても、部分的ではあるが逆接の働きをして
いることを指導者から付け加えておいた。また⑬の場合も、文章全体として考える時は、ＩⅡ
段落に対して転換の働きをしているのだが、文のつながりの上からみれば、⑫の文を転換し
ているとみることもできる。つまり、文の接続関係を考えるには、前後の二文のつながりだ
けではなく、文と文集合の間にも接続関係が成立していることを、ここでは指導した。
－２０－
ｃについては、細かい意味で考えると、確かに⑨は①に対して添加の接続関係となってい
る。だが、①に対して添加の働きをしているとともに､⑧に対しては転換の働きもしている。
つまり、前文とだけではなく、へだたった文との間にも接続関係が成り立っていることを、
生徒に理解させた。そして、他にも同じような例がないかを各自に考えさせた。その結果、
③は②に対して添加であるとともに、①に対しては解説の働きをしており、⑤は④の添加で
あるとともに、③に対しては例示でもあるなど、生徒はすぐに理解してくれたようである。
(3)まとめ
生徒の意見として出されたａ、ｂ、ｃの疑問点を中心に、実際の文章の中て､「文の接続関
係」がどのようになっているかを考えてみた。そして、この学習を通して理解したことを確
認するため、自分なりに「文の接続関係の特色」をまとめさせてみた。指導者があらかじめ
提示するのではなく、生徒自身の作業や疑問点に基いて、そこから自分なりに「文の接続関
係の特色」をつかんでほしかったからである。
反省
ものごとを整理して分類するというのはむづかしい学習である。細かくもてきるし大きく
とらえることもできる。むしろ、分類した結果は二の次の問題で、その分類の過程において
「どれだけよく考えたか」が重要なのである。しかし「考える学習」とはいっても、ただ｢考
えなさい」といっただけでは中学生には無理な注文である。「考える学習」が成立するため
には、「考える」ための資料やヒントがどうしても必要になってくる。どのような資料を与
えるのか、どんなタイミングでヒントを与えるのかといった指導を教師は充分に配慮しなけ
ればいけない。「文の接続関係を考える」学習においては、指導者が考えるための資料や手
順を用意しすぎたきらいがあった。生徒はその手引きに従って、考えを進めてきたに過ぎな
い。今後、「考える学習」を通して､少しづつでも「考える楽しみ」や「考える習慣」を生徒
が身につけてくれたら幸いである。
７．
－２１－
